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（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
四
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
八
条
の
二
」
を
「
第
二
十
八
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
章
中
第
二
十
八
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
債
務
者
の
財
産
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
要
し
た
報
酬
の
請
求
等
）

第
二
十
八
条
の
三

民
事
執
行
法
第
二
百
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
申
立
て
を
認
容
す
る
決
定
に
よ
り
命
ぜ
ら
れ

た
情
報
の
提
供
を
し
た
者
は
、
報
酬
及
び
必
要
な
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
額
は
、
最

高
裁
判
所
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

別
表
第
一
の
一
一
の
二
の
項
イ
中
「
若
し
く
は
第
百
七
十
三
条
第
一
項
」
を
「
、
第
百
七
十
三
条
第
一
項
若
し
く

は
第
百
七
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
一
六
の
項
イ
中
「
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
」
の
下
に
「
、
民
事
執
行
法
第
二
百

五
条
第
一
項
、
第
二
百
六
条
第
一
項
又
は
第
二
百
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
」
を
加
え

る
。別

表
第
一
の
一
七
の
項
ロ
中
「
第
百
七
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
七
十
五

条
第
三
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
」
を
加
え
る
。

（
民
事
保
全
法
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

民
事
保
全
法
（
平
成
元
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
五
項
中
「
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
第
五
項
中
「
第
百
六
十
七
条
の
十
四
」
を
「
第
百
六
十
七
条
の
十
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
民
事
再
生
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

民
事
再
生
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
財
産
開
示
手
続
の
」
を「
財
産
開
示
手
続
若
し
く
は
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
の
」

に
、「
財
産
開
示
手
続
は
」
を
「
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
は
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
三
条
第
三
項
中
「
財
産
開
示
手
続
」
の
下
に
「
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
」
を
加
え
る
。

第
百
九
十
八
条
第
一
項
中
「
第
五
百
条
」
を
「
第
四
百
九
十
九
条
」
に
改
め
、「
再
生
債
権
者
」
の
下
に「（
弁
済
を

す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
し
て
い
た
者
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
不
動
産
の
上
に
第
五
十

三
条
第
一
項
」
を
「
不
動
産
の
上
に
同
項
」
に
改
め
る
。

（
会
社
更
生
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
財
産
開
示
手
続
の
」
を
「
財
産
開
示
手
続
若
し
く
は
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
の
」

に
、「
財
産
開
示
手
続
は
」
を
「
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
は
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
四
条
第
三
項
中
「
財
産
開
示
手
続
」
の
下
に
「
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
」
を
加
え
る
。

第
二
百
八
条
中
「
及
び
財
産
開
示
手
続
」
を
「
、
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
」
に
改
め

る
。

（
破
産
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
六
項
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
（
同
法
第
二
百
四
条
に
規
定

す
る
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
並
び
に
第
二
百
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
財
産
開
示
手
続
は
」
を
「
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
は
」
に
改
め

る
。第

二
百
四
十
九
条
第
一
項
中
「
財
産
開
示
手
続
の
」
を
「
財
産
開
示
手
続
若
し
く
は
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手

続
の
」
に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
、「
財
産
開
示
手
続
は
」
を
「
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得

手
続
は
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
破
産
債
権
に
基
づ
く
財
産
開
示
手
続
」
を
「
並
び
に
破
産
債
権
に
基
づ

く
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

４

裁
判
所
は
、
第
一
項
第
二
号
及
び
前
項
に
規
定
す
る
特
許
発
明
の
実
施
に
対
し
受
け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当

す
る
額
を
認
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
特
許
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
、
自
己
の
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
に

係
る
特
許
発
明
の
実
施
の
対
価
に
つ
い
て
、
当
該
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
の
侵
害
が
あ
つ
た
こ
と
を
前
提
と
し

て
当
該
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
を
侵
害
し
た
者
と
の
間
で
合
意
を
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
当
該
特
許
権
者
又
は

専
用
実
施
権
者
が
得
る
こ
と
と
な
る
そ
の
対
価
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
五
条
第
四
項
中
「
民
事
訴
訟
法
第
一
編
第
五
章
第
二
節
第
一
款
に
規
定
す
る
専
門
委
員
」
を「
専
門
委
員（
民

事
訴
訟
法
第
一
編
第
五
章
第
二
節
第
一
款
に
規
定
す
る
専
門
委
員
を
い
う
。
第
百
五
条
の
二
の
六
第
四
項
に
お
い
て

同
じ
。）」
に
改
め
る
。

第
百
五
条
の
二
を
第
百
五
条
の
二
の
十
一
と
し
、
第
百
五
条
の
次
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
五
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
三
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
五
条
第
六
項
中
「
、
第
百
五
条
の
二
」
を
「
か
ら
第
百
五
条
の
二
の
十
一
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
第
一
項
中
「
そ
の
譲
渡
し
た
物
の
数
量
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
譲
渡
数
量
」
と
い
う
。）に
、
特
許

権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為
が
な
け
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
物
の
単
位
数
量
当
た
り
の
利

益
の
額
を
乗
じ
て
得
た
額
を
、
特
許
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
の
実
施
の
能
力
に
応
じ
た
額
を
超
え
な
い
限
度
に
お

い
て
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え

る
。一

特
許
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
そ
の
侵
害
の
行
為
が
な
け
れ
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
物
の
単
位
数
量

当
た
り
の
利
益
の
額
に
、
自
己
の
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
を
侵
害
し
た
者
が
譲
渡
し
た
物
の
数
量
（
次
号
に

お
い
て
「
譲
渡
数
量
」
と
い
う
。）の
う
ち
当
該
特
許
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
の
実
施
の
能
力
に
応
じ
た
数
量

（
同
号
に
お
い
て
「
実
施
相
応
数
量
」
と
い
う
。）を
超
え
な
い
部
分
（
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
数
量

を
当
該
特
許
権
者
又
は
専
用
実
施
権
者
が
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事

情
に
相
当
す
る
数
量
（
同
号
に
お
い
て
「
特
定
数
量
」
と
い
う
。）を
控
除
し
た
数
量
）
を
乗
じ
て
得
た
額

二

譲
渡
数
量
の
う
ち
実
施
相
応
数
量
を
超
え
る
数
量
又
は
特
定
数
量
が
あ
る
場
合
（
特
許
権
者
又
は
専
用
実
施

権
者
が
、
当
該
特
許
権
者
の
特
許
権
に
つ
い
て
の
専
用
実
施
権
の
設
定
若
し
く
は
通
常
実
施
権
の
許
諾
又
は
当

該
専
用
実
施
権
者
の
専
用
実
施
権
に
つ
い
て
の
通
常
実
施
権
の
許
諾
を
し
得
た
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
を
除

く
。）に
お
け
る
こ
れ
ら
の
数
量
に
応
じ
た
当
該
特
許
権
又
は
専
用
実
施
権
に
係
る
特
許
発
明
の
実
施
に
対
し
受

け
る
べ
き
金
銭
の
額
に
相
当
す
る
額

（
会
社
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
百
十
五
条
第
一
項
中
「
同
じ
。）」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
（
同
法
第
二
百
五
条

第
一
項
第
一
号
、
第
二
百
六
条
第
一
項
又
は
第
二
百
七
条
第
一
項
の
申
立
て
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
財
産
開
示
手
続
は
」
を
「
財
産
開
示
手
続
及
び
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
は
」
に

改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
財
産
開
示
手
続
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
者
か
ら
の
情
報
取
得
手
続
」
を
加
え
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

法
務
大
臣

山
下

貴
司

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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